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漢

―
―
吏
読
文
か
ら
の
昇
華
―
―

一
　

ま
え
が
き

「
朝
鮮
漢
文
」
と
称
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば

ａ
　
臣
老
病
窃
位
　
長
負
罪
過
　
近
日
則
負
罪
之
中
　
又
重
得
罪
　
臣
自
去

年
　
濫
隆
崇
班
　
雖
辞
避
不
得
　
荀
充
其
位
　
降
授
次
品
之
職
　
毎
毎

懇
乞
　
至
於
近
日
　
得
授
次
品
　
則
又
以
不
堪
其
任
　
不
得
己
辞
不
敢

受
　
小
臣
病
疲
　
一尺
朽
無
処
　
合
用
進
退
　
失
拠
無
状
　
已
甚
　
数
罪

降
瓢
　
分
所
宜
当
　
不
意
　
寛
典
非
惟
不
罪
　
乃
反
陸
授
…
…

∩
退
渓
先
生
文
集
』
巻
八
、
四
三
ｂ
ｌ
四
四

ａ
）

の
如
き
は
、
正
格
漢
文
に
馴
れ
親
し
ん
だ
人
々
に
と
っ
て
は
、
奇
妙
に
映
る

で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
虚
字
は
少
く
、
述
べ
た
い
事
柄
を
次
々
と
重
ね
上
げ
る
だ

け
で
、
成
程
緊
迫
感
は
あ
り
、
意
図
す
る
所
は
理
解
で
き
る
も
の
の
、
文
の
リ

ズ
ム
や
流
一麗
さ
を
欠
き
、
或
は
語
詞
の
適
切
な
撰
択
と
布
置
に
よ
る
彫
琢
は
加

え
ら
れ
ず
、
読
手
に
不
自
然
さ
と
あ
る
種
の
不
安
感
を
与
え
る
。
こ
の
よ
う
な

文
章
は
、
正
式
漢
文
を
旨
と
す
る

『李
朝
実
録
』
『
承
政
院
日
記
』
『備
辺
司
謄

録
』
等
に
多
く
、
内
容
的
に
は
公
文
書
、
記
録
類
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
従

来
右
の
よ
う
な
極
め
て
変
格
的
な
漢
文
を
、
朝
鮮
漢
文
と
呼
ん
で
い
る
が
、
そ

れ
に
つ
い
て
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
。

藤

本

幸

夫

一
般
に
朝
鮮
人
の
漢
文
能
力
は
、
日
本
人
の
そ
れ
よ
り
逢
か
に
勝
る
と
言
わ

れ
る
が
、
そ
れ
で
も
和
臭
に
似
て
朝
鮮
臭
の
出
る
の
は
、
や
む
を
得
な
い
こ
と

で
あ
る
。
正
格
漢
文
を
意
図
し
な
が
ら
も
、
虚
字
用
法
の
誤
り
、
適
切
な
語
句

撰
定
の
錯
誤
、
或
は
リ
ズ
ム
の
逸
脱
等
々
に
起
因
す
る
変
格
さ
は
、
筆
者
は
こ

れ
を
朝
鮮
漢
文
に
入
れ
な
い
。
こ
れ
は
専
ら
漢
文
習
熟
度
の
低
さ
に
よ
る
も
の

で
、
中
国
人
に
あ

っ
て
す
ら
予
想
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
我
々
日
本
人
が
英
文

を
種
々
な
誤
診
を
含
ん
で
書
い
て
も
、
そ
れ
は
や
は
り
不
習
熟
な
英
文
で
あ

っ

て
、
日
本
英
文
と
呼
び
得
な
い
の
と
同
様
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
例

ａ
は
如
何

な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
は
こ
れ
は
、
吏
読
文
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

吏
読
と
は
、
主
と
し
て
朝
鮮
語
の
助
詞

・
助
動
詞
、
更
に
少
い
が
副
詞

・
名
詞

等
を
、
漢
字
の
音

・
訓
を
借
り
て
万
葉
仮
名
的
に
表
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
吏

読
文
と
は
、
漢
語
を
漢
文
或
は
朝
鮮
語
の
シ
ン
タ
ク
ス
通
り
に
排
置
し
て
文
意

の
根
幹
を
作
り
、
そ
の
適
当
な
場
所
に
吏
読
を
挿
入
し
た
も
の
で
あ
る
。

朝
鮮
に
お
い
て
漢
字

・
漢
文
の
占
め
る
重
要
性
は
、
日
本
の
そ
れ
を
上
回
り
、

従

っ
て
言
語
生
活
に
お
い
て
も
大
き
い
比
重
を
占
め
る
の
で
あ
る
が
、
従
来
の

朝
鮮
語
史
で
は
、
漢
文

・
吏
読
文

・
朝
鮮
漢
文
等
を
殆
ん
ど
扱

っ
て
い
な
い
。

朝
鮮
語
自
体
を
知
る
た
め
に
、
表
音
文
字
で
あ
る
ハ
ン
グ
ル
文
献
に
重
き
を
置

く
の
は
や
む
を
得
な
い
が
、
や
は
り
大
き
な
欠
落
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
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朝
鮮
語
史
に
お
け
る
文
体
論
的
研
究
は
、
朝
鮮
語
独
特
の
漢
字
語
彙
の
研
究

と
共
に
、
早
急
に
行
わ
れ
る
べ
き
課
題
で
あ
る
。

本
稿
で
は
簡
単
に
朝
鮮
に
行
わ
れ
る
文
体
に
つ
い
て
触
れ
、
そ
の
後
に
所
謂

朝
鮮
漢
文
が
如
何
に
生
じ
る
も
の
か
を
、
退
渓
李
滉
と
李
舜
臣
の
資
料
を
用
い

て
明
ら
か
に
し
た
い
。

二
　
朝
鮮
の
文
体

朝
鮮
漢
文
に
つ
い
て
述
べ
る
に
当

っ
て
、
朝
鮮
に
は
漢
字
を
用
い
た
表
記
法

と
し
て
の
如
体
に
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
、
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た

い
。
従

っ
て
、
こ
こ
で
は
ハ
ン
グ
ル
は
一
応
度
外
視
さ
れ
る
。
ま
ず
朝
鮮
語
自

体
に
関
連
す
る
文
体
と
し
て
、

０
　
吏
読
体
　
一剛
述
し
た
が
、
日
本
の
宣
命
に
似
る
。
四
五
一
年
と
推
察
さ

れ
る
資
料
に
吏
読
の
片
鱗
が
窺
わ
れ
、
主
と
し
て
公
式
の
文
書

・
記
録

に
お
い
て
、
今
世
紀
初
迄
用
い
ら
れ
た
。

国
　
誓
記
体

　
「
壬
申
」
な
る
干
支
を
持
つ
、
石
片
に
刻
さ
れ
た
誓
い
に
関

す
る
文
章
で
、
漢
語
を
朝
鮮
語
の
シ
ン
フ
②ク
ス
に
順
っ
て
配
列
し
た
だ

け
で
あ
る
。
「人
麻
呂
歌
集
」
に
お
け
る

「古
体
」
に
似
る
。
「
壬
申
」
は

五
五
二
、
六

一
二
又
は
七
九
二
年
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。

日
　
郷
札
　
吏
読
の
よ
う
に
主
と
し
て
文
法
要
素
を
、
漢
字
の
音

。
訓
を
用

い
て
示
す
だ
け
で
は
な
く
、
漢
語
表
記
の
名
詞

・
動
詞
ま
で
、
殆
ん
ど

す
べ
て
を
訓
読
す
る
。
こ
れ
を
郷
札
と
言
う
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
表
記

さ
れ
た

「郷
歌
」
が
、
新
羅
時
代
二
五
首
、
高
麗
時
代

一
首
伝
存
す
る
。

国
　
口
訣
　
仏
書
又
は
儒
書
の
行
間
に
書
き
込
ま
れ
た
送
り
仮
名
で
、
漢
字

の
音

。
訓
に
よ
っ
て
文
法
要
素
を
示
し
て
い
る
。
吏
読
に
似
る
が
、
文

字
用
法
の
異
り
が
あ
る
。
口
訣
に
は
漢
字
の
略
体
が
用
い
ら
れ
る
の
が

特
徴
で
あ
り
、
日
本
の
カ
タ
カ
ナ
に
似
る
の
も
あ
る
。
こ
れ
は
講
義
を

聞
き
な
が
ら
書
き
留
め
る
所
に
、
起
源
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
高
麗
時
代

に
一
点
、
そ
し
て
李
朝
時
代
の
資
料
が
存
す
る
。

が
あ
る
。

一
方
、
漢
文
体
に
属
す
る
も
の
と
し
て
は
、

国
　
（
正
格
）
漢
文
　
未
習
熟
に
よ
る
誤
り
の
あ
る
も
の
を
も
含
め
て
、
正

格
漢
文
を
範
と
し
た
も
の
。

ｎ
　
吏
文
体
　
中
国
の
吏
文
に
倣

っ
て
、
中
国
と
の
外
交
文
書
に
用
い
ら
れ
、

吏
語
と
い
わ
れ
る
特
殊
な
語
彙
を
含
む
。
『高
麗
史
節
要
』
に
は
元
と
の

間
に
交
わ
さ
れ
た
吏
文
が
あ
り
、
又
吏
文
を
集
め
た

『吏
文
』
な
る
書

も
残
さ
れ
て
い
る
。

０
　
日
記
体
　
こ
れ
は
日
記
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
、
例
え
ば
眉
巌
柳
希
春

（
一
五

一
三
―
七
七
）
の

『
閾
巌
日
記
草
』
に
は
、

ｏ
十
八
日
　
晴
　
朝
日
出
後
　
与
主
宰
朴
君
応
順
相
見
　
為
人
温
雅
可

愛
　
又
以
大
憲
之
兄
　
忘
其
勢
而
執
礼
　
亦
人
之
所
難
也
　
対
飯
而

出
　
巳
時
　
到
独
山
弥
勤
傍
舎
　
飲
湯
水
而
行
　
至
善
好
駅
透
馬

以
奴
致
山

・
開
金

。
大
工
等
　
濫
騎
籠
馬
　
各
笞
数
十
　
日
映
　
入

振
威
　
主
宰
県
令
念
泳
徳
潜
　
判
ヂ
経
之
子
也
　
出
祗
迎
　
余
不
受

相
見
対
飲
食
談
話
　
亦
可
人
也

（
丁
卯

一
一
月

一
八
日
）

ｏ
夕
燈
下
　
与
夫
人
議
家
計
　
夫
人
歴
数
渾
陽
田
沓
　
余
因
記
予
夫
人

私
集
冊
　
大
概
沓
全
七
石
九
斗
落
只
　
田
太
種

一
石
十
八
斗
落
只
面

（乙
亥

一
一
月

一
六
日
）

の
如
く
あ
る
。
日
々
の
出
来
事
を
主
と
し
、
他
人
の
目
に
曝
す
意
図
が

な
い
た
め
文
飾
は
な
く
、
結
果
的
に
は
例

ａ
の
朝
鮮
漢
文
に
類
似
し
て

く
る
。
語
彙
的
に
は

「沓
」
（Ｓ
ｏ

水
田
）
、
「落
只
」
↑
”
〓

田
畑
の

面
積
単
位
）
、
「太
」
（一Ｊ
”　
豆
）
等
が
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
の
他
に
も



朝
鮮
独
特
の
語
彙
が
多
く
含
ま
れ
る
。

因
　
朝
鮮
漢
文
　
下
述

〓
一　
朝
鮮
漢
文

０
　
李
滉
の
呈
辞
よ
り

先
ず
実
例
よ
り
見
て
ゆ
こ
う
。

―
，κ
Ｌ
ｒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
降
レ

テ

マ
マ

臣
臭
段
　
多
年
重
病
以
　
節
大
司
成
除
授
後

凶
刊
経
渉

二
朔
利
劇
劇

臣
以
多
年
重
病

前
為
大
司
成
時
　
　
雖
経
渉
二
朔

其
間
仕
進
　
不
過
数
日
　
因
犯
風
寒
　
心
熱
上
気
証
暴
発

其
間
仕
進
　
不
過
数
日
　
因
犯
風
寒
　
上
気
証
暴
発

痰
奎
腹
脹

日
益
沈
困
　
不
得
己
　
一二
次
呈
辞
　
従
願
得
返
　
即
時
軍
職
付
授
　
天
恩
岡

不
得
已
　
一二
次
呈
辞
　
従
願
得
透
　
即
時
軍
職
　
　
　
天
恩
岡

置 |
b′ b

撃|: 箱7稿   
極

不 不
意 意

元
気
耗
損
　
高
態

元
気
耗
損
　
廟
億

己
貼
於
危
急
乙

本
月
初
七
日
政

本
月
初
七
日
政

特
命
隆
秩
嘉
善
　
為
工
曹
参
判
　
臣
聞
命
驚
僅
　
岡
知
措
窮
　
小
臣
庸
謬
朽

特
命
隆
秩
嘉
善
　
為
工
曹
参
判
　
聞
命
驚
僅
　
　
岡
知
措
男
　
臣
庸
謬
朽
鈍

鈍
　
無
物
可
比
　
病
人
膏
盲
　
毎
負
国
恩
　
悶
望
情
由
乙
　
一剛
已
涯
血
陳
訴

無
物
可
比
　
病
入
膏
盲
　
毎
負
国
恩
　
悶
望
情
由
　
　
一馴
己
涯
血
陳
訴

冒
味
承
受

匿
　
　
見
利
忘
分
　
本
品
則
称
病
辞
縮
　
陸
秩
則
抗
顔
明
窃
　
其
為
無
恥

自
匿
　
見
利
忘
分
　
本
品
則
称
病
辞
縮
　
陸
秩
則
抗
顔
明
窃
・
其
為
無
恥

敦
不
唾
　
部
臣
寧
甘
心
譴
罰
　
不
敢
璃
汚
名
器

敦
不
唾
　
部
臣
寧
甘
心
譴
罰
　
不
敢
璃
汚
名
器

洲
謝
今
如
殿
最
之
時
　
曹
堂
上
三
員
馴

参
議
段
置

赴
京
未
還
　
判
書

一
員

加
子
事
体
未
安

なli

極
為
自
置
　
臣
病
段
　
偶
然
得
発
例
不
喩
　
病
根
深
店

臣
之
病
　
非
偶
然
得
発
　
　
　
病
根
深
癌

皮
骨
相
砧
　
面
無
人
色
　
僅
続
性
命
　
少
発
他
証

僅
続
性
命

至
今
謝
恩
不
得

至
今
未
得
謝
恩

日
夜
揚
息
為
自
如
乎
次

日
夜
揚
息

物
情
骸
佐
叱
分
不
喩

非
止

一
二
　
区
区
誠
意
　
未
能
上
達

非
止

一
二
　
区
区
誠
意
　
未
能
上
達

恩
命
存
異

非
徒
恩
命
存
異

物
情
該
佐

爵
位
非
軽
　
設
使
臣
不
顧
是
非

爵
位
非
軽
　
設
使
臣
不
顧
是
非

至
以
辞
退
之
懇
　
反
為
陸
進
之
梯

至
以
辞
退
之
懇
　
反
為
陸
進
之
梯

畷
官
窃
禄
　
人
臣
大
罪
　
一
一品
亜

噴
官
窃
禄
　
人
臣
大
罪
　
一
一品
亜

冒
味
承
受
為
自
在
如
中

有
罪
自

是
有
罪

卿 卿



為
白
昆

臣
臭
新
授
嘉
善
加
乙
良
　
参
判
職
井
以

改
正
本
差
為
白
只
為
云

臣
新
授
嘉
善
加
及
　
　
　
参
判
職
　
　
　
請
並
改
正
云

含
退
渓
先
生
文
集
』
巻
八
、　
一
一
ｂ
ｌ

一
二
ｂ
）

伝
日
給
由

（『
明
宗
実
録
』
巻
三
四
、
七
九
ｂ
）

ｂ
は
退
渓
李
滉

（
一
五
〇

一
―
七
〇
）
の

『退
渓
先
生
文
集
』
巻
八
所
収
の
、

退
渓
が
職
を
免
ぜ
ら
れ
ん
こ
と
を
乞
う
呈
辞
、
「乞
致
仕
状
」
全
五
一
文
中
の
一

で
あ
る
。
傍
線
部
が
所
謂
吏
読
で
あ
る
が
、
筆
者
の
管
見
に
よ
れ
ば
、
文
集
に

こ
の
よ
う
な
吏
読
が
、
し
か
も
呈
辞

（官
員
が
辞
職

。
休
職

。
休
暇
等
の
た
め

に
呈
す
る
願
書
）
の
そ
れ
が
残
さ
れ
て
い
る
の
は
稀
で
あ

っ
て
、
な
お
都
合
の

よ
い
こ
と
に
は
、
全
五
一
文
中
の
五
文
だ
け
は
、
正
史
で
あ
る

『
明
宗
実
録
』

に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

元
来
退
渓
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
吏
読
文
の
原
文

「
乞
致
仕
状
」
が
あ
り
、
そ

の
清
書
さ
れ
た
も
の
は
王
へ
呈
さ
れ
、
原
文
は
家
に
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

万
暦
二
八
年
盆

六
〇
〇
）
に
門
人
達
が

『文
集
』
を
編
む
に
際
し
て
は
、
そ
の

原
文
の
吏
読
部
分
の
み
な
ら
ず
内
容
に
ま
で
、
か
な
り
手
を
入
れ
た
上
、
例
ｂ

の
如
く
し
て
収
録
し
て
い
る
。
手
入
れ
の
あ

っ
た
根
拠
と
し
て
は
、
①

「
乞
致

仕
状
」
五

一
文
中
の
吏
読
の
合
み
方
に
、
む
ら
が
認
め
ら
れ
る
。
全
く
含
ま
な

い
も
の
が

一
八
文
あ
り
、
余
の
三
二
文
中
に
は
、
吏
読

一
ケ
所
の
も
の
か
ら
例

ｂ
の
如
き
、
或
は
更
に
多
く
含
む
も
の
等
様
々
で
あ
る
。
吏
読
の
挿
入
は
か
な

り
恣
意
的
で
あ
り
、
同

一
文
脈
な
ら
ば
同

一
個
所
に
必
ず
吏
読
が
入
る
と
言
え

な
い
が
、
李
舜
臣
の

「状
啓
」
等
を
窺
う
と
、
か
な
り
等
質
的
で
あ
る
。
②
ほ

ぼ
同

一
の
内
容
を
述
べ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
五

一
文
に
は
六
〇
行
か

ら
四
行
迄
と
か
な
り
幅
が
あ
る
。
形
式
的
な
文
頭
、
文
末
の
常
套
語
は
省
略
さ

れ
た
の
が
多
い
。
③

『文
集
』
『実
録
』
共
通
に
収
め
ら
れ
た
も
の
で
、
後
者
に

「今
此
新
除
職
秩
　
揆
以
義
分
資
歴
　
一
無
可
受
之
理
　
鋼
訓
到
司
網
　
利
可

祗
受
之
事
　
而
猶
可
留
連
待
命
　
則
猶
有
槻
望
明
進
之
意
」
今
明
宗
実
録
』
巻

一壬
一、
四
六
）
と
あ
る
内
、
傍
線
部
は
前
者

（「辞
免
工
曹
判
書
召
命
状
　
丙

寅
二
月
十
四
日
」
巻
八
、
二
一
ｂ
ｌ
二
二
ｂ
）
に
は
見
え
な
い
。
等
が
挙
げ
ら

れ
る
。
そ
も
そ
も
吏
読
文
を

『
文
集
』
に
収
録
す
る
時
に
は
、
漢
文
に
直
す
べ
き
で

あ

っ
て
、
況
ん
や
退
渓
と
い
う
李
朝
時
代
の
み
な
ら
ず
、
朝
鮮
歴
代
を
通
じ
て

儒
宗
と
仰
が
れ
る
人
物
の
、
そ
の
人
格
を
代
表
す
る

『文
集
』
に
お
い
て
は
、

そ
れ
が
当
然
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
漢
文
を
甚
だ
重
ん
じ
た
朝
鮮
に
あ

っ
て
は
、

吏
読
と
は
専
ら
吏
の
用
い
る
も
の
で
あ

っ
て
、
官
の
用
い
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
こ
こ
で
何
故
吏
読
が
残
さ
れ
て
い
る
の
か
、
興
味
深
い
問
題
と
な
る
が
、

そ
の
理
由
は
明
ら
か
で
な
い
。
編
者
達
が

一
面
で
は
吏
読
を
除
去
し
よ
う
と
意

図
し
て
い
た
こ
と
は
、
五
一
文
中

一
八
文
が
そ
れ
を
含
ま
な
い
こ
と
か
ら
も
明

白
で
あ
る
が
、
他
の
三
三
文
に
は
上
述
の
如
き
大
き
な
幅
が
あ
る
。
恐
ら
く
は

編
集
方
針
の
不
徹
底
と
、
携

っ
た
人
々
の
複
数
で
あ

っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
の

で
あ
ろ
う
。
が
、
こ
の
よ
う
な
伝
存
の
仕
方
が
、
却

っ
て
朝
鮮
漢
文
の
成
立
を

考
え
る
上
で
、
好
箇
の
資
料
を
呈
し
て
く
れ
る
。

一
方
、
例
ｂ
の
も
と
と
な
っ
た
原
文
は
清
書
さ
れ
て
王
に
呈
出
さ
れ
る
が
、

こ
れ
は
王
の
日
々
の
政
事
を
記
す

『
承
政
院
日
記
』
、
或
は
各
官
行

（
六
曹
）
の

謄
録
等
に
記
録
さ
れ
る
。
王

（中
宗
）
の
死
後
に

『
実
録
』
今
中
宗
実
録
し
が

編
纂
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
折
に

『
承
政
院
日
記
』
其
の
他
の
資
料
が
参

考
さ
れ
る
。
現
存
す
る

『
承
政
院
日
記
』
は
こ
れ
よ
り
後
代
の
も
の
で
あ
る
が
、

既
に
吏
読
文
は
収
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
退
渓
当
時
も
恐
ら
く
同
様
で
あ

っ
た
と
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思
わ
れ
る
。
従

っ
て
例
え
ば
、
「承
政
院
日
記
」
に
原
文
が
転
載
さ
れ
る
段
階
で

吏
読
の
省
略
と
、
場
合
に
よ
っ
て
は
内
容
の
縮
約
が
行
わ
れ
、
こ
れ
か
ら

『中

宗
実
録
』
に
書
き
移
さ
れ
る
際
に
も
、
或
る
時
に
は
更
な
る
縮
約
が
行
わ
れ
る
。

こ
う
し
て
成
立
し
た
の
が
例
げ
で
あ
り
、
こ
の
関
係
は
左
図
の
如
く
考
え
得
る
。

そ
の
故

『
実
録
』
所
収
の
も
の
は
、　
一
般
に
か
な
り
短
く
な
っ
て
い
る
。

手
入
れ

―
ゝ
ｌｂ暉
曜
障
降
隆
」

賽

〓
一
一
一塚

堀

期
…二日
‐
廻

幅

（実
線
は
現
存
、
点
線
は
伝
わ
ら
ず
）

さ
て
、
げ
は
ｂ
よ
り
直
接
派
生
し
て
い
る
の
で
は
な
い
が
、
漢
文
、
つ
ま
り

朝
鮮
漢
文
に
直
す
た
め
に
種
々
の
手
法
が
採
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
両
者
共
通

に
存
す
る
部
分
か
ら
取
り
出
し
て
み
る
と
、
次
の
如
く
な
る
。

一　
吏
読
の
省
略

臭
段

・
為
白
置

ｏ
段

。
為
自
如
乎
次

・
為
白
在
如
中

・
臭

・
乙
良

一
一　
吏
読
の
言
い
換
え

①
　
ｌ
ｌ
以
―
↓
　
以

②
　
必
千
１
１
為
自
良
置
―
↓
雖
―
―

③
　
ｌ
ｌ
不
喩
―
↓
非
―
―

④
　
ｌ
ｌ
叱
分
不
喩
―
↓
非
徒

⑤
　
井
以
―
↓
並

〓
一　
語
句
の
転
置

大
司
成
除
授
―
↓
為
ン大
司
成
一

謝
恩
ヌ
型
［
響
‐
↓
未′
レ得
二謝
恩
ヌ
・ルコ；

③
　
軍
職
二付
授
セ協
↓
授
ク
ニ軍
職
フ
一

四
　
格
を
変
え
る

ｂ
で
は

「
問
望
情
由
乙
　
ユ削
已
涯
血
陳
訴
」
ど
し
て
、
「悶
望
情
由
」が

目
的
格
に
読
ま
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
　
ｙ
で
は
位
置
を
そ
の
ま
ま
に

し
て
お
い
て
、
「悶
望
情
由
」
と
提
示
格
で
読
む
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
か
な
り
配
慮
を
加
え
つ
つ
、
漢
文
に
高
め
よ
う
と
努
め
て
い
る

が
、
そ
の
出
来
上

っ
た
文
章
は
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
実
用
的
で
且
つ
殺
伐
と

し
た
も
の
に
終

っ
て
い
る
。
こ
こ
に
朝
鮮
漢
文
と
称
さ
れ
る
所
以
が
あ
る
。

『文
集
』
『実
録
』
共
に
収
め
る
他
の
四
文
に
つ
い
て
み
て
も
、
や
は
り
同
様
の

手
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

０
　
李
舜
臣
の
状
啓
よ
り

前
述
の
退
渓
の
場
合
に
は
、
吏
読
文
の
原
文
が
残

っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
李

舜
臣
盆

五
四
五
―
九
八
）
の
場
合
は
現
存
す
る
。
そ
れ
は
豊
臣
秀
吉
塵
下
の
日

本
水
軍
が
朝
鮮
に
侵
入
し
た
際
、
李
舜
臣
が
王
に
呈
し
た

「状
啓
」
（報
告
書
）

で
、
そ
の
原
文
が
子
孫
の
家
に
伝

っ
て
い
る
。

一
方
、
清
書
さ
れ
て
王
へ
差
し

出
さ
れ
た
も
の
は
、
『実
録
』
等
に
も
見
当
ら
ず
、
失
わ
れ
て
い
る
。
状
啓
の
現

存
す
る
も
の
は
他
に
も
あ
る
が
、
そ
れ
か
ら
直
接
に
生
じ
た
朝
鮮
漢
文
を
有
す

る
と
い
う
点
で
、
本
資
料
は
重
要
で
あ
る
。
例
文
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

ｃ
　

（前
略
）
今
四
月
十
三
日
申
時
　
倭
船
不
知
其
幾
十
隻
是
喩
　
大
業
所

ご
　

（前
略
）
今
四
月
十
三
日
申
時
　
倭
船
不
知
其
幾
十
隻
　
　
　
大
業
所

見
九
十
余
劃
亦
　
本
土
始
出
　
左
道
柾
伊
島
過
　
　
釜
山
滞
引
馴
　
指
向
測

見
九
十
余
　
　
　
　
　
　
　
　
左
道
紐
伊
島
経
過
　
釜
山
浦
　
　
　
指
向

② ①



遠
暗
乙
例
干

隻
数
詳
細
看
望
不
得
為
在
果

有
去
等
　
似
非
尋
常
是
白
乎
等
用
良

似
非
尋
常

是
乎
等
用
良
　
命
使
段
置
　
依
方
略
　
釜
山

ｏ
多
大
浦
右
送
撃
将
以
　
軍
船

会
使
　
　
　
依
方
略
　
以
釜
山

・
多
大
浦
右
逸
撃
将
　
軍
船

整
斉

下
海
待
変
為
臥
乎
所
　
馳
報
是
白
有
亦

整
斉
　
下
海
待
変
云
云
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
必
是
歳
遣
船

唯
只
九
十
余
隻
至
数
多
出
来
　
莫
測
其
由
叱
分
不
喩
　
連
続
出
来
是
如
為
白

而
九
十
余
隻
之
数
多
出
来
　
　
莫
測
其
由

連
続
出
来

待
変
パ

所
属
各
官
浦
劇
引
　
発
馬
行
移
申
勅
利
劇
¶
測
　
臣
劇
圏

待
変
　
　
所
属
各
官
浦

発
馬
行
移
申
筋
　
　
　
　
　
臣

当
日
馳
啓
為
乎
所
　
関
是
白
斉

江
口
待
変
為
白
臥
乎
所

江
口
待
変
之
由

当
日
馳
啓

倭
船

一
百
五
十
余
隻
　
海
雲
台

・
釜
山
浦
了
以
　
岐
等
如
指
向
是
如
為
有
在

倭
船

一
百
五
十
余
隻
　
海
雲
台

。
釜
山
浦
　
　
　
指
向

整 整
斉 斉

|ラ

連
続
出
来
是
如
　
進
告

連
続
出
来
云

如
中
　
必
非
歳
遣
船

必
非
歳
遣
船

△
△
伝
通
内
辞
縁
　
一
々
枚
奉
　
△
△

伝
通
内
辞
縁
　
一
一
枚
奉
　
則
動

防
備
瞭
望
等
事
　
尽
心
検
勅

防
備
瞭
望
等
事
　
尽
心
検
飾

昼 昼
夜 夜

軍
船
軍
船

す   Z遍1 云

]|

兵
船
整
斉

兵
船
整
斉

度
使
処

度
使
処

沿
海
各
官
浦
段
置

沿
海
各
官
浦

一
時
発
馬
　
行
移

一
時
　
　
　
行
移

検
敷
待
変
為
自
臥
乎
事
是
良
示
　
謹
具
啓
聞
　
万
暦
二
十
年
四
月
十
五
日
戊

検
飾
含
李
忠
武
公
全
書
』
巻
二
一
ａ
ｌ
二
ｂ
）

時
　
節
度
使
臣
李

（『
壬
辰
状
草
』
万
暦
二
十
年
四
月

一
五
日
）

極
為
可
慮

極
為
可
慮

兼
観
察
使
。兵
馬
節
度
使
。右
道
水
軍
節

兼
観
察
使
・兵
馬
節
度
使
・右
道
水
軍
節

江
口
待
変

井
以
発
馬
移
文
為
白
遣

並
発
馬
移
文

次
次
伝
通
待

次
次
伝
通
待

岐
等
如
指
向

臣
段
置

臣

経
時
刻
乙
傷
千
　
奉
大
築

メ
″
ニ
ヨ
リ

　
　
　

ー
ン
テ

モ

為
先
伝
通
為
去
乎

営
以
置

経
時
刻
　
　
　
　
故
奉
大
業
　
為
先
伝
通

変
向
事
　
為
等
如
関
是
自
有
亦
　
倭
船
　
一
百
五
十
余
隻
至

此
非
尋
常
歳
△
△
△
之
類
是
自
乎
等
用
良

江
口
待
変
為
自
乎
称

軍 軍
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例

ｃ
は
状
啓
吏
読
原
文
で
、
例
ご
は
正
祖
十
九
年

（
一
七
九
五
）
勅
命
で

『
李
忠
武
公
全
書
』
を
編
纂
す
る
に
当

っ
て
、　
ｃ
か
ら
直
接
作
り
出
し
た
朝
鮮

漢
文
で
あ
る
。
両
文
共
に
文
書
の
受
信

。
発
信
に
関
す
る
個
所
は
省
略
し
て
、

本
文
だ
け
を
挙
げ
た
が
、
原
文
で
あ
る
だ
け
に
ｃ
は
先
例
ｂ
に
比
べ
て
、
吏
読

の
邊
か
に
多
い
の
が
注
目
さ
れ
る
。
状
啓
原
文
は
七
三
文
残
さ
れ
て
い
る
が
、

い
ず
れ
も

ｃ
と
ほ
ぼ
同
量
の
吏
読
を
含
ん
で
い
る
。
そ
の
中
三
文
は

『
全
書
』

に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
余
の
七
〇
文
は
ど
の
如
き
朝
鮮
漢
文

と
し
て
収

め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
手
直
し
た
る
や
、
先
例
メ
よ
り
も
拙
劣
な
も
の

で
、
『全
書
』
の
編
纂
者
達
は
、
充
分
な
、
或
は
充
分
以
上
の
素
養
を
具
え
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
極
め
て
お
ざ
な
り
に
処
理
し
て
い
る
。
こ
れ
を
流
麗
な

漢
文
に
直
す
に
は
、
新
た
に
作
り
出
す
ほ
ど
の
労
苦
が
伴
う
か
も
知
れ
な
い
が
、

ど
の
如
く
放
置
す
る
の
は
、
何
故
か
判
ら
な
い
。

一
々
指
摘
し
な
い
が
、
本
例
に
お
い
て
も
前
例
ｂ
げ
に
於
て
用
い
ら
れ
た
手

法

一
―
三
が
、
同
様
に
行
わ
れ
て
い
る
。　
ｃ
に
お
け
る

「
軍
船
整
斉
「
軍
兵
船

整
斉
」
「左
道
租
伊
島
過
」
等
は
、
ご
に
お
い
て
は

「
整
斉
二軍
船
こ

等
と
す
べ

き
で
あ
る
の
に
、
そ
う
で
な
い
。
更
に

「
尽
心
検
筋
　
昼
夜
待
変

ク所
属
各
官

浦
　
発
馬
移
行
申
飾
」
は
、
吏
読
を
除
い
た
全
く
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
点
が
、
最
も
奇
異
感
を
与
え
る
の
で
あ
る
。

四
　
結
　
び

本
稿
で
筆
者
は
、　
一
般
に
稚
拙
な
故
に
朝
鮮
漢
文
と
称
さ
れ
る
も
の
が
、
実

は
吏
読
文
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
や
や
長
い
な
が
ら
も
資
料
を
対

照
し
つ
つ
述
べ
、
正
格
漢
文
を
意
図
し
な
が
ら
も
、
未
習
熟
の
た
め
に
変
格
的

に
な

っ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
に
含
め
な
い
こ
と
に
し
た
。
つ
ま
る
所
朝
鮮
漢
文

と
は
、
吏
読
文
か
ら
漢
文

へ
の
昇
華
を
図
り
つ
つ
も
、
充
分
に
果
し
得
な
か

っ

た
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

朝
鮮
語
研
究
に
お
い
て
は
、
従
来
音
韻
論

。
文
法
論
に
重
点
が
置
か
れ
て
来

た
が
、
朝
鮮
語
史
に
お
け
る
漢
語

・
漢
文
の
役
割
の
大
き
さ
に
鑑
み
、
今
後
は

こ
れ
ら
の
研
究
を
も
、
中
国
語
学
的
側
面
を
考
慮
し
つ
つ
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

吏
読
文
に
つ
い
て
も
、
そ
の
用
い
ら
れ
る
範
囲
は
ど
の
よ
う
で
あ

っ
た
か
、

又
呈
辞
や
そ
の
他
は
、
文
集
に
多
く
正
格
漢
文
で
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
吏
読

文

・
漢
文
の
両
様
で
書
く
こ
と
が
許
さ
れ
た
の
か
、
或
は
文
集
の
編
者
が
吏
読

文
を
う
ま
く
正
格
漢
文
に
直
し
き

っ
て
し
ま

っ
た
の
か
、
ま
だ
ま
だ
問
題
点
が

多
い
。　
２

九
七
八

。
一
。
三

一
）

註
①
　
文
体
に
つ
い
て
は
、　
池
上
頼
造

「文
体
の
変
遷
」
（岩
波
講
座

『日
本
文
学
史

一

六
」
岩
波
書
店
、　
一
九
五
九
）、
「岩
波
講
座
　
日
本
語
一
〇
　
文
体
」
（岩
波
書
店
、

一
九
七
七
）、
又
朝
鮮
の
事
柄
に
つ
い
て
は
、
李
基
文
著

・
拙
訳

『韓
国
語
の
歴
史
』

（大
修
館
、　
一
九
七
五
）、
「月
刊
　
一一一塁
巴

六
七

（大
修
館
、　
一
九
七
七
。
九
）
等

を
参
照
さ
れ
た
い
。

②
　
稲
岡
耕
二

『万
葉
表
記
論
」
（桜
楓
社
、　
一
九
七
六
）

③
　
「眉
巌
日
記
草
』
五
冊

（朝
鮮
史
編
修
会
編
、
京
城
、　
一
九
二
六
―
八
）

④
　
『乱
中
日
記
。
壬
辰
状
草
』
（朝
鮮
史
編
修
会
編
、
京
城
、　
一
九
二
五
）

（富
山
大
学
　
助
教
授
）


